
会

報

◇
史
学
会
総
会

奈
良
大
学
史
学
会
の
第
三
回
総
会
は
六
月
八
日

(土
)
六
〇

一
教

室
で
行

な
わ
れ
た
。
福
田
祐
子
学
生
委
員
司
会
の
も
と
、

一
九
八
四

年
度
の
事
業
、
会
計
、
会
計
監
査
の
各
報
告
が
異
議
な
く
行
な
わ
れ

た
。
つ
い
で
、
一
九
八
五
年
度
の
役
員
人
事
案
、
事
業
計
画
案

(「奈

良
史
学
」
発
行
、
会
報
発
行
、
現
地
見
学
会
、
卒
業
論
文
発
表
会
等
)

と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

一
九
八
五
年
度
の
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
会
長

松
山

宏

▽
副
会
長

鎌
田
道
隆

▽
教
員
委
員

菅
野

正

(編
集
)

明
石
岩
雄

(会
計
)

青
木

芳
夫

(
庶
務
)

森
田
憲
司

(交
換
)

▽
学
生
委
員

大
東
仁

(代
表
)

原
田
敬
久

石
塚
忠
之

亀
田

昌
樹

中
村
真
沙
美

葉
敦
子

西
川
輝
久

山
田
浩
之

(以
上
企

画
)
杉

森
節
子

豊
福
孝

望
月

一
志

正
多
孝
幸

普
川
佳
明

尾
張
文
彦

福
田
祐
子

(以
上
執
行
)

寺
川
滋

浜
田
京
子

山

下
尚
幸

広
瀬
毅

津
田
真
希

阿
部
顕
介

(以
上
広
報
)
小
原
浩

美

中
西
順
子

江
見
信
彦

ニ
ノ
丸
淳
子

斎
藤
智
美

坂
口
知

世
子

守
田
勝
豊

中
原
康

(以
上
編
集
)

▽
監
事

堀
内

一
徳

水
野
柳
太
郎

◇
講

演

会

奈
良
大
学
史
学
科
、
奈
良
大
学
史
学
会
土
ハ催

に
よ
る
左
記
の
よ
う

な
特
別
講
義
が
六
月
八
口

(土
)
六
〇

一
教
室
で
行
な
わ
れ
た
。

神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部
教
授

網
野
善
彦
氏

海
と
中
世
の
日
本

京
都
大
学
文
学
部
教
授

谷
川
道
雄
氏

四
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

両
先
生
は
幅
広
い
ご
研
究
か
ら
そ
の

一
端

を
講
演
さ
れ
、
非
常
に

有
意
義
で
あ

っ
た
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
土
曜
日
の
午
後

の
開
催

で
あ

っ
た
が
、
六
〇

一
教
室
を
ほ
ぼ
満
員
に
す
る
三
百
余
名
が
参
集

し
た
。

◇
卒
論
中
間
報
告
会

十
月
十
二
・
十
九

日

今
年
度
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
二
回
に
分
け
て
、
卒
業
研

究

の
中
間
発
表
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
十
月
十
二

・
十
九
日
午
後

一
時
か
ら
、
本
学
六
〇

一
教
室
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

一
・
二
回

生
も
含
め
、
二
回
合
せ
て
、

一
四
〇
名
近
く
が
参
集
し
、
熱
の
こ
も

っ
た
報
告
と
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

報
告
者
と
論
題
は
左
の
と
お
り
。

十
二
日
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鈴
木
景

二

「古
代
宮
都
考
」

寺
川

滋

「堅
田
の
住
人
」

山
ド
淳
子

「
幕
末
の
社
会
と
庶
民
の

『健
康
観
』
」

十
九

日

大
原
章
男

「
一
九
五
〇
年
代
末
の
中
共
貿
易
崩
壊
と

我
国
の
対

米
従
属
」

三
上

光

「
ナ
チ
ス
の
支
持
基
盤
」

萩
原
真
理
子

「辛
亥
革
命
を
め
ぐ
る
社
会
背
景
」

◇
奈
良

町
見
学
会

十

一
月
十
六
日

一
昨
年
の
今
井
町
に
続
く
二
度
目
の
見
学
会
と
し
て
、
奈
良
町
見

学
会
を
十

一
月
十
六
日

(土
)
に
実
施
し
た
。
近
鉄
奈
良
駅
行
基
像

前

に
午
後

一
時
三
十
分
集
合
し
た
約
四
十
名

の
参
加
者
は
、
ま
ず
花

芝
町
に
あ
る
社
団
法
人
奈
良
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
、
建
築
家
の

松
本
正
己
さ
ん
の
町
家
に
つ
い
て
の
説
明
を
約
三
十
分
間
聞
き
、
そ

の
あ
と
松
本
さ
ん
の
先
導
で
、
元
興
寺
界
隈
の
古

い
停
ま
い
を
残
す

町
並

へ
と
向
か
っ
た
。
西
新
屋
町
辺
り
で
は
、
軒
先
に
吊
り
下
が
っ

て
い
る
庚
申
講
の
身
代
り
猿
と
古

い
町
並
の
醸
し
出
す
奈
良
独
特
の

風
情
を
楽
し
み
な
が
ら
、
用
意
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
熱
心
に
目
を
通
し

て
い
た
。
御
霊
神
社
前
で
は
、
町
並
保
存
等

に
関
す
る
質
問
が
と
び

か
い
、
参

加
者
の
意
識
の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
旧

元
興
寺
境
内
を
中
心
に
、
二
時
間
余
り
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
見
学

会
は
、
最
後

に
旧
大
乗
院
庭
園
を
見
学
し
て
終
わ
っ
た
。

◇
会
員
動
向

○
松
山
宏
氏

(
日
本
中
世
史
担
当
)
は
、

一
九
八
五
年
八
月
六
日
か

ら
十
三
日
ま
で
ソ
連
邦

(キ

エ
フ
・
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ド
等
)

へ
出
張

さ
れ
、
歴
史
的
都
市
の
保
存
の
調
査
な
ど
さ
れ
た
。

○
森
田
憲
司
氏

(東
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
五
度
目
の
台
湾
訪
問

を
さ
れ
、

一
九
八
五
年
八
月

二
十
六
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
の
十

一

日
間
、
台
北

・
台
南
市

・
鹿
港
鎮
等
で
、
民
俗
資
料
お
よ
び
地
方
文

献
の
収
集

に
あ
た
ら
れ
た
。

昭
和

六
十
年

(
三
月

・
九
月
)
史
学

科

卒

業
論
文

〔考

古
〕

家
形
石
棺
の
研
究

-
畿
内
特
に
大
和
を
中
心
と
し
て
1

横
穴
式
石
室
の
再
利
用

中
世
墓
制

の
研
究

東
四
国
に
お
け
る
前
期
古
墳
の
研
究

墨
書
土
器
か
ら
み
た
古
代
集
落
の
研
究

土

馬

岡
戸

哲
紀

奥
村

毅

亀
山

隆

下
田

順

一

鶴
田
真
佐
子

中
村

、悦
子
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縄
文
時
代
仮
面
の
研
究

石
硯
の
考
古
学
的
研
究

〔
日
本
史
〕

湯
沐
令

に
つ
い
て

1
壬
申
紀
の
湯
沐
の
特
殊
性
ー

授
刀
舎

人
に
つ
い
て

律
令

に
お
け
る
権
力
構
造

駅
制

の
創
設

に
関
す
る

一
試
論

中
臣
鎌

足
考

古
代
伊
勢
神
宮
の

一
考
察

-
奈
良
時
代
の
政
策
を
中
心
に
1

禅
師
に
つ
い
て

律
令
的
神
祇
祭
杞
の
成
立

紫
香
楽
宮
の

一
考
察

ー
藤
原
仲
麻
呂
と
近
江
国
と
の
関
連
-

古
代
の
百
済
王
氏
に
つ
い
て

奈
良
時
代
の
政
治
と
僧
侶
の
動
向

-
特
に
行
基
の
場
合
に
つ
い
て
1

衛
士
に
つ
い
て

因
幡
氏
を
め
ぐ

っ
て

西
谷

真
澄

米
田

敦
子

安
達

牧
人

井
上

育
映

岩
本

潤

菅

春
二

佐
竹
喜
己
子

須
崎

豊
子

鈴
木

栄
治

背
古

真
哉

高
柳
ふ
み
江

谷

英
治

寺
本

智
康

中
島

幹
史

西
原

徳
善

官
大
寺
に
関
す
る

一
考
察

-
平
城
京
へ
の
移
転
を
中
心
と
し
て

奈
良
時
代
に
お
け
る
民
衆
支
配
と
仏
教

檀
越
と
古
代
の
寺
院

古
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
に
つ
い
て

「知
太
政
官
事
」
に
つ
い
て

奈
良
時
代
に
お
け
る
郡
司
の

一
考
察

☆

☆

☆

中
世
芸
能
史

の

一
考
察

ー
勧
進
猿
楽
に
つ
い
て
1

庄
園
制
下

の
問
丸
に
つ
い
て

i
木
津
庄
に
お
け
る
問
の
発
達
-

中
世
末
期
に
於
け
る
経
塚
に
関
す
る

一
考
察

大
和

に
お
け
る
土

一
揆
に
つ
い
て

ー
初
期
の
徳
政

一
揆
を
中
心
に
1

紀
伊
国
阿
氏
河
荘
に
つ
い
て

1
上
荘
と
下
荘
を
中
心
に
1

富
樫
政
親
と

一
向

一
揆

鎌
倉
御
家
人
に
つ
い
て

1
鎌
倉
初
期
を
中
心
に
封
建
的
主
従
関
係

を
考
え
る
i

☆
深
井
麻
須
美

宮
田

安
志

村
上

温
子

横
尾

明
美

土
居

満
義

田
中

出
夫

井
口

宏
紀

恵
谷

春
樹

川
上

周
二

栗
尾
真
須
美

中
尾

晴
行

西
井

恒
範

二
宮

一
幸

(御
家
人
制
)
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半
済
制
度
の
展
開

松
田

幸

-
観
応
擾
乱
期
を
中
心
と
し
て
1

豊
臣
秀
吉
の
九
州
支
配
に
つ
い
て

森
山

公
清

-
肥
後
に
お
け
る
国
人
層
の
動
向
を
中
心
と
し
て
i

大
和
の

一
向

一
揆

-
天
文

一揆
を
中
心
に
し
て
1

承
久
の
乱
を
中
心
と
す
る
公
武
関
係
の
推
移

室
町
時
代
の
地
方
商
業
に
つ
い
て

ー
美
濃
紙
を
中
心
と
し
て
ー

☆

☆

☆

織
田
信
長
の
安
土
経
営
に
つ
い
て

1
商
工
業
政
策
を
中
心
と
し
て
1

封
建
社

会
に
お
け
る
民
衆
運
動
に
つ
い
て

☆
八
十
田
由
美

矢
田

富
美

山
下

裕

石
倉

元

影
山

嘉

一

1
「お
か
げ
ま
い
り
」
「え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
一
考
察
i

幕
末
期

に
お
け
る
藩
意
識
に
つ
い
て

栗
原

信
二

信
長
政
権
と
耶
蘇
会
に
つ
い
て

佐
久
間

剛

-
耶
蘇
会
を
通
じ
て
み
る
信
長
の
中
世
的
権
威
の
否
定

の
検
討
-

幕
末
期

に
お
け
る
公
武
合
体
運
動
の
展
開
に
つ
い
て

島
原

充
司

近
世
初
期
に
お
け
る
禁
教
策
と
貿
易
保
護
に
つ
い
て

高
橋

博

石
門
心
学

に
お
け
る
町
人
の
倫
理
に
つ
い
て

水
流
香
代
子

幕
藩
体
制
確
立
期
に
於
け
る
『
か
ぶ
き
者
』
に
つ
い
て

中
谷

剛
美

十
七
世
紀
前
半

に
お
け
る
初
期
幕
政
の
特
質

に
つ
い
て

永
田

雅
之

i
二
元
政
治
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
1

徳
川
幕
府
に
お
け
る
側
用
人
政
治
に
つ
い
て

野
手

一
哉

i
幕
政
に
お
け
る
役
割
意
義
ま
た
財
政
面
に
お
け
る

諸
政
策
に
つ
い
て
1

加
賀
藩
領
新
川
郡

に
お
け
る
十
村
の
官
僚
化

に
つ
い
て

幕
末
期
に
お
け
る
浜
口
梧
陵
の
思
想
と
行
動

近
世
中
期
に
お
け
る
古
大
和
川
筋
の
新
田
開
発

京
都
町
奉
行
の
職
制
と
民
政

☆

☆

☆

明
治
初
年

に
お
け
る
堺

ー
商
工
業
の
推
移
と
鉄
道
-

日
本
軍
国
主
義
基
盤
の
形
成
に
つ
い
て

☆

桝
田

敬
子

山
下
智
栄
美

山
田

勝
典

吉
江

信
子

今
野

彰

上
田

明

ー
近
畿
地
方
に
お
け
る
在
郷
軍
人
団
体
の
一
考
察
ー

幣
原
協
調
外
交

に
つ
い
て

上
野

i
特
に
幣
原
第

一
次
外
交
期
に
於
け
る
大
阪
商
業
会
議

所
を
中
心
と
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
中
国
対
策
に

つ
い
て
1

日
本

の
総
力
戦
体
制
に
つ
い
て

河
井

-
地
方
を
考
慮
に
し
て
ー

明
治
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
つ
い
て

高
木

-
士
族
信
徒
に
よ
る
農
村
伝
道
ー

正
明

利
文

正
彦
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一
九
三
〇

・
四
〇
年
代
の
農
村
支
配
を
め
ぐ
る

農
林
省
と
内
務
省

の
対
立

朝
鮮
植

民
地
問
題
に
つ
い
て

1
民
族
代
表
の
評
価
-

一
九

二
〇
年
代
の
融
和
運
動
と
融
和
政
策
に
つ
い
て

i
岡
山
県
協
和
会
を
例
と
し
て
i

関
東
大
震
災
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

i
帝
都
復
興
事
業
を
中
心
に
1

近
代
酒
造
業
の
推
移
と
酒
屋
会
議

徴
兵
令

の
研
究

1
そ
の
対
外
的
性
質
に
つ
い
て
i

天
皇
制

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
民
衆

へ
の
浸
透
に
つ
い
て

i
特
に
教
員
を
媒
介
と
し
て
1

戦
後

の
憲
法
改
正

昭
和
恐
慌
下
に
お
け
る
農
村
問
題

ー

一
農
村
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
の
一
試
論
!

〔東
洋
史
〕

元
代
の
色
目
人
に
つ
い
て

宋
代
の
都
市
と
庶
民
の
芸
能

游
侠
と
長
者
に
つ
い
て

(
演

芸

)

に

つ

い
て

高
橋

順
之

谷
沢

雅
美

難
波

勇

袴
川

涛
イ

馬
場

和
彦

山
本

伸
也

山
本

久

橋
本

達
也

山
口

和
司

桑
野
由
紀
子

酒
井

保
固

苫
米
地
義
之

元
の
染
付…

日
本
の
中
で
の
染
付
-

蜀
漢
政
権
の
成
立

-
成
立
過
程
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
ー

☆

☆

☆

西
域
に
つ
い
て
の
考
察

-
西
域
南
道
の
歴
史
的
あ
り
方
に
つ
い
て
1

初
期
明
朝
政
権
に
つ
い
て
の

一
考
察

☆
成
瀬

美
絵

不
二
井
良
正

井
関

昭

反

日

運

動

に

お

け

る
学

生

及

び

労

働
者

階
級

に

つ

い
て

ー

五
四
期
を
中

心
に
ー

〔
西

洋

史

〕

メ

ソ

ア

メ
リ

ヵ
文

明

の
形

成

の
プ

ロ
セ

ス

に
関

す

る

一
考

察

石

井

!

オ
リ

エ
ン
ト
文
明
と
比
較

し
て
ー

第

二
次

大

戦

後

の

チ

ェ

コ
ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ァ

小

川

ー
自
由
化

へ
の
模
索
ー

ロ
ー

マ
の
共

和

制

か
ら

帝

政

へ
の
移

行

に
関

す

る
社

会

の
変

化

佐

藤

i

ロ
ー

マ
衰
亡
の
過
程
ー

ナ

チ

ス
ド

イ

ツ
成

立

の
社

会

的
基

盤

羅

「
ア

ス

テ
カ

帝

国

」

の
支

配

構

造

津

旧

i

「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
批
判
と
三
都
市
同
盟

へ
の
展
望
… 藤

原

章

山
本

淳
子

宏
明修

一
嘉

宏 裕
一 章
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「
ト
ー
ト
」

中
村

ー
そ
の
伝
説
を
追
う
ー

独
立
戦
争
前
後
を
中
心
と
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
白

人
関
係

の
推
移

ペ
ル
ー
に
お
け
る

「
近
代
化
」
と
大
土
地
所
有

古
代
ア
テ
ネ
社
会
の
女
性
の
生
活

ー
ス
パ
ル
タ
な
ど
と
の
比
較
-

一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
関
す
る

一
考
察

ー
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
宥
和
政
策
1

☆

☆

☆

☆

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教
会

西
欧
中
世
盛
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
異
端
運
動

絶
頂
期

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
社
会
構
造

ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
史

ー
U

・
S
ス
チ
ー
ル
会
社
独
占
成
立
史
ー

ス
ペ
イ

ン
の
新
大
陸
植
民
地
支
配

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
滅
亡

イ
ギ
リ

ス
市
民
革
命

誓
子

成
田

憲
司

二
階
堂
裕
之

南
沢

慶
子

吉
川

和
宜

赤
沢

進

杉
山

美
砂

寺
坂
真
由
美

土
橋
貴
代
司

橋
野

育
子

堀

千
恵
子

三
輪

千
年

受
贈
雑
誌
及
び
図
書

(自
一
九
八
四
年
=

月

至
一九
八
五
年
十

月
)

史
艸

(
日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
)
第
二
五
号

御
影
史
学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)
第
九
号
、

一
〇
号

信
大
史
学

(信
大
史
学
会
)
第
九
号

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
(広
島
大
学
文
学
部
東
洋
史
談
話
会
)

第
六
号

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

一
九
八
三
年
度

ア
カ
デ
ミ
ア
自
然
科
学

・
保
健
体
育
編

(南
山
学
会
)
第
二
巻

十
三
塚
-

現
況
調
査
編

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調

査
報
告
第
九
集
)

歴
史

(東
北
史
学
会
)
第
六
三
集

秋
大
史
学

(秋
田
大
学
史
学
会
)
第
三

一
集

民
具

マ
ン
ス
リ
i

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
)
第

一
七

巻
第
六
～

一
二
号
、
第

一
八
巻
第

一
～
五
号

モ
ン
ゴ

ル
研
究

(日
本

モ
ン
ゴ
ル
学
会
)
第

一
五
号

ス
ペ
イ
ン
史
研
究

(
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
)
第

二
号

聖
心
女
子
大
学
論
叢
第
六
四
、
六
五
号

ア
ジ
ア
ア
フ
リ
ヵ
言
語
文
化
研
究

(東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
ア
フ

リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)
第
二
八
、
二
九
号
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岩
手
史
学
研
究

(岩
手
史
学
会
)
第
六
八

・
六
九
号

富
士
論
叢

(富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
)
第
二
九
巻
第
二
号
、
第

三
〇
巻
第

一
号

上
智
史
学

(
上
智
大
学
史
学
会
)
第
二
九
号

西
洋
史
学
報

(広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
)
第

=

号

キ
リ
ス
ト
教
史
学

(
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
)
第
三
八
集

専
修
史
学

(専
修
大
学
歴
史
学
会
)
第

一
六
号

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要

(
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)
第

=

号

赤
穂
事
件
に
関
す
る
文
芸
と
思
想
(学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
)

群
馬
県
行
政
文
書
簿
冊
目
録
第
二
集

大
正
期
行
政
文
書
編

(群
馬

県
立
文
書
館
)

史
海

(
東
京
学
芸
大
学
史
学
会
)
第
三

一
号

愛
知
大
学
文
学
論
叢

(愛
知
大
学
文
学
会
)
第
七
六
～
七
九
輯

鹿
大
史
学

(鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
)
第
三
二
号

史
観

(
早
稲
田
大
学
史
学
会
)
第

一
一
二
、

一
=
二
冊

橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
第

一
一
号

岡
崎
市

史
研
究

(岡
崎
市
史
編
纂
委
員
会
)
第
七
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)
第

一
九
号

学
習
院

大
学
史
料
館
紀
要

第
三
号

史
学

(
三
田
史
学
会
)
第
五
四
巻
第
二

・
三
号
～
第
五
巻
第

…
号

中
央
史
学

(中
央
史
学
会
)
第
八
号

史
跡
根
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
W

(青
森
県
八
戸
市
教
育
委
員
会
)

寧
楽
史
苑

(奈
良
女
子
大
学
史
学
会
)
第
三
〇
号

兵
庫
県
の
歴
史

(兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
)
第
二
一
号

歴
史
人
類

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
系
)
第

=
二
号

明
代
史
研
究

(明
代
史
研
究
会
)
第

=
二
号

双
文

(群
馬
県
立
文
書
館
)
第
二
号

日
本
仏
教
史
学

(日
本
仏
教
史
学
会
)
第

一
九
号

ふ
び
と

(
三
重
大
学
歴
史
教
室

・
同
研
究
会
)
第
四
二
号

神
女
大
史
学

(神
戸
女
子
大
学
史
学
会
)
第
三
号

奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
紀
要
第
九
号

資
料
館
紀
要

(京
都
府
立
総
合
資
料
館
)
第

=
二
号

京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
文
書
解
題
第

一
冊

宗
教
思
想
と
山
水
表
現

(仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究

会
報
告
書
第

=
二
冊
)

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)
第
三
七
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
三
八
集

白
山
史
学

(東
洋
大
学
白
山
史
学
会
)
第
二
一
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)
第
六
号

中
世
寺
院
組
織
の
研
究

(研
究
代
表
者

黒
田
俊
雄
)
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歴
史

(東
北
史
学
会
)
第
六
四
輯

日
本
思
想
史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
学
研
究
室
)

第

一
七
号

年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)
第

一
〇
号

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要

(徳
川
黎
明
会
)
昭
和
五
九
年
度

史
苑

(立
教
大
学
史
学
会
)
第
四
四
第

一
、
二
号

四
庫
全
書
珍
本
書
目
録

(東
海
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
)

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
3
多
野

・
藤
岡
地
区
諸
家
文
書
e

史
窓

(京
都
女
子
大
学
史
学
会
)
第
四
二
号

三
井
文
庫
論
叢
第

一
八
号

海
南
史
学

(高
知
海
南
史
学
会
)
第
二
三
号

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
第

一
、
二
号

東
京
大
学
文
学
部
文
化
交
流
研
究
施
設
紀
要
第
七
号

酬
恩
庵
所
蔵
文
書
目
録

(田
辺
町
教
育
委
員
会
)

東
洋
史
苑

(龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
)
第
二
四
、
二
五
号

現
代
史
研
究

(現
代
史
研
究
会
)
第
三
二
号

堺
女
子
短
期
大
学
紀
要
第
二
〇
号

ア
カ
デ
ミ
ア

(南
山
学
会
)
人
文

・
社
会
編
第
四
二
号

高
円
史
学

(高
円
史
学
会
)
第

一
号

横
浜
市
立
大
学
論
叢
第
三
六
巻

一
・
二
・
三
号

編
集
後
記
罵
縫

鰭

難

縁

㍍
か

す
。
最
近
に
な

っ
て
急
激
な
冷
え
込
み
は
、

遠
い
国
の
火
山
爆
発
の

影
響
も
あ
る
と
か
、
奈
良
の
町
も
同
じ
で
す
。
熱
狂
の
ト
ラ
色
も
消

え
、
冬
枯
れ
の
静
か
さ
が
戻
り
、
身
震
い
す
る
よ
う
な
寒
さ
に
緊
張

す
る
十
二
月
と
な
り
ま
し
た
。
第
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
何
と
か
年
内
刊
行
を
と
努
力
し
ま
し
た
が
、
少
し
間
に
合
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
本
号
は
、
字
数
を
少
し
つ
め
て
も
、
百
頁
を

こ
す
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
史
関
係
二
篇
、
東
洋
史
関
係

一
篇

の
論
考
と
、
西
洋
史
関
係
の
史
料
紹
介
を
載

せ
ま
し
た
。
執
筆
者
の

辻
克
美
さ
ん
は
本
学
卒
業
生
で
す
。
他
は
専
任
教
員
で
す
。

◇
今
後
、第
四
号
、

第
五
号
と
充
実
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
批
判

を
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
ご
支
援
贈

り
た
く
お
願

い
し

ま
す
。

(
S
生
)

奈

良

史

学

第
三
号

一
九
八
五
年
十
二
月
発
行

奈
良
市
宝
来
町

一
二
一二
〇

奈
良
大
学
文
学
部
内

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会
長

松

山

宏

電
話

(O
茜
二)四四ー

一
二
五
一
(代
)

振
替

大
阪
九
-
三
一
五
九
四
九
番

印

刷

所

(有
)
藝
林
美
術

出
版
社
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